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シ
ュ
ン
ギ
ク
の
生
育
適
温
は
15
〜
20
度
と
冷

涼
な
気
候
を
好
み
、一
般
に
は
春（
３
〜
５
月
）

と
秋（
９
〜
11
月
）が
栽
培
適
期
で
す
が
、早

春
ま
き
の
ト
ン
ネ
ル
栽
培
で
は
春
か
ら
初
夏
の

収
穫
を
楽
し
め
ま
す
。

【
品

　種
】

　
シ
ュ
ン
ギ
ク
の
種
類
は
、葉
の
大
き
さ
や
切

り
込
み
の
入
り
方
に
よ
り
実
用
品
種
で
は
中
葉

種
と
大
葉
種
に
大
別
さ
れ
ま
す
。中
葉
種
は
切

り
込
み
が
あ
り
、香
り
が
強
く
、摘
み
取
り
栽

培
に
適
し
た
節
間
の
伸
び
や
す
い
品
種（
株
立

ち
型
）で
は
、「
さ
と
ゆ
た
か
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）、

「
き
わ
め
中
葉
春
菊
」（
タ
キ
イ
種
苗
）な
ど
が

あ
り
ま
す
。抜
き
取
り
栽
培
に
適
し
た
側
枝
の

発
生
の
多
い
品
種（
株
張
り
型
）で
は
、「
さ
と

に
し
き
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）、「
菊
次
郎
」（
タ
キ

イ
種
苗
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

大
葉
種
は
葉
が
大
き
く
厚
み
が
あ
り
、切
り

込
み
は
浅
く
、苦
さ
が
少
な
い
品
種
で
、「
菊
之

助
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
お
た
ふ
く
春
菊
」（
中
原

採
種
場
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
畑
の
準
備
】

　
種
ま
き
２
週
間
前
に
、
１
平
方
m
当
た
り

苦
土
石
灰
１
０
０
g
を
散
布
し
、
深
く
耕
し

て
お
き
ま
す
。

　
1
週
間
前
に
化
成
肥
料（
N
P
K
各
成
分

10
%
）１
０
０
g
と
完
熟
堆
肥
１
〜
２
㎏
を
散

布
し
て
土
と
混
ぜ
、ベ
ッ
ド
幅
70
〜
80
㎝
と
し
、

高
さ
５
㎝
程
度
の
平
畝
を
作
り
ま
す
。

【
種
ま
き
】

　
条
間
20
㎝
、深
さ
１
㎝
程
度
の
浅
い
ま
き
溝

を
３
条
作
り
、約
１
㎝
間
隔
で
種
ま
き
し
ま
す

（
図
１
）。好
光
性
種
子
の
た
め
、覆
土
は
ご
く

薄
く
か
け
ま
す
。種
ま
き
後
、十
分
に
潅
水
し
、

発
芽
ま
で
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

種
ま
き
後
に
ト
ン
ネ
ル
被
覆
し
て
、中
に
幼
苗

を
保
護
す
る
た
め
の
不
織
布
を
べ
た
掛
け
す
る

と
良
い
で
し
ょ
う
。

【
ト
ン
ネ
ル
被
覆
と
換
気
】

　
中
間
地
や
暖
地
の
２
、３
月
頃
は
ま
だ
夜
温

は
低
い
で
す
が
、昼
間
の
ト
ン
ネ
ル
内
は
高
く

な
る
た
め
、本
葉
１
〜
２
枚
の
頃
か
ら
換
気
を

開
始
し
ま
す
。フ
ィ
ル
ム
の
裾
を
開
閉
す
る
方

法
、フ
ィ
ル
ム
に
穴
を
開
け
る
方
法
、穴
開
き

フ
ィ
ル
ム
を
使
う
方
法
が
あ
り
ま
す（
図
２
）。

生
育
後
半
に
ト
ン
ネ
ル
内
の
茎
葉
が
繁
茂
す
る

頃
に
は
ト
ン
ネ
ル
を
除
き
ま
す
。

【
間
引
き
・
追
肥
】

　
発
芽
後
、本
葉
２
枚
の
頃
３
〜
４
㎝
間
隔
に

間
引
き
、株
元
に
軽
く
土
寄
せ
し
ま
す
。こ
の
後
、

本
葉
５
〜
６
枚
の
頃
に
、株
立
ち
型
で
10
〜
15
㎝
、

株
張
り
型
で
10
㎝
間
隔
に
間
引
き
、1
平
方
m

当
た
り
化
成
肥
料
50
g
を
株
元
に
ば
ら
ま
き
、

土
寄
せ
し
ま
す
。

【
収

　穫
】

　
中
葉
種
の
株
立
ち
型
は
、草
丈
が
25
〜
30
㎝

程
度
に
な
っ
た
ら
、葉
４
〜
５
枚
を
残
し
、摘
み

取
り
収
穫
し
ま
す
。以
後
、伸
び
て
き
た
脇
芽

の
葉
を
２
〜
３
枚
残
し
て
切
り
取
り
ま
す（
図

３
）。中
葉
種
の
株
張
り
型
と
大
葉
種
で
は
、草

丈
が
20
〜
25
㎝
程
度
に
育
っ
て
き
た
ら
、株
ご

と
抜
き
取
り
、ま
た
は
株
元
か
ら
刈
り
取
っ
て

収
穫
し
ま
す（
図
４
）。な
お
、こ
の
ト
ン
ネ
ル

栽
培
で
は
晩
春
に
な
る
と
長
日
・
高
温
の
気
象

条
件
か
ら
と
う
立
ち
・
開
花
が
早
く
な
り
、長

い
期
間
の
収
穫
は
で
き
ま
せ
ん
。

動
物
別

対
策
ポ
イ
ン
ト

【
防
鳥
ネ
ッ
ト
と
テ
グ
ス
】

　
網
目
が
小
さ
い
ほ
ど
防
鳥
効
果
が
高
く
、ヒ
ヨ
ド
リ
で

は
30
㎜
以
下
、カ
ラ
ス
で
は
75
㎜
以
下
を
使
用
し
ま
す
。

被
害
を
受
け
や
す
い
野
菜
に
は
ト
ン
ネ
ル
状
や
浮
き
掛
け

状
に
覆
い
ま
し
ょ
う
。寒
冷
紗
な
ど
の
防
虫
用
の
ネ
ッ
ト

を
流
用
す
る
の
も
有
効
で
す
。

　
カ
ラ
ス
は
翼
が
障
害
物
に
触
れ
る
の
を
嫌
い
ま
す
。カ
ラ

ス
が
翼
を
開
く
と
１
ｍ
ほ
ど
に
な
る
た
め
、こ
れ
よ
り
も

狭
い
間
隔
で
テ
グ
ス
を
縦
横
に
張
り
巡
ら
せ
ま
す
。

【
べ
た
掛
け
で
種
を
守
る
】

　
豆
類
な
ど
の
大
き
い
種
は
カ
ラ
ス
や
ハ
ト
の

格
好
の
餌
。
種
ま
き
後
、
本
葉
が
出
る
ま
で
の
対

策
が
必
要
で
す
。
べ
た
掛
け
資
材
は
本
来
の
発
芽

促
進
、
虫
害
予
防
に
加
え
て
防
鳥
効
果
も
期
待
で

き
ま
す
。

【
ネ
ッ
ト
や
柵
で
目
隠
し
を
す
る
】

　
イ
ノ
シ
シ
に
は
野
菜
が
見
え
な
い
よ
う
に
ト
タ

ン
な
ど
で
菜
園
を
目
隠
し
し
ま
す
。高
さ
１
ｍ
程

で
は
簡
単
に
跳
び
越
え
ま
す
が
、柵
の
前
に
ネ
ッ

ト
な
ど
足
に
絡
む
も
の
を
配
置
し
て
、踏
み
切
り

位
置
を
遠
ざ
け
ま
し
ょ
う
。

【
電
気
柵
の
利
用
】

　
高
電
圧
の
電
気
柵
に
触
れ
た
獣
は
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
退
散
し
ま
す
。小
型
な
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
が

電
線
の
下
を
く
ぐ
ら
な
い
よ
う
で
き
る
だ
け
低
く

張
り
ま
す
が
、漏
電
を
防
ぐ
た
め
に
定
期
的
な
除

草
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

対
策
費
用
へ
の
支
援

鳥
獣
害
防
止
柵
等
の
設
置
に
掛
か
る
費
用
の

助
成
支
援
を
ご
希
望
の
方
は
各
市
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

シ
ュ
ン
ギ
ク
の
ト
ン
ネ
ル
栽
培
　品
種
の
使
い
分
け
に
留
意

図1  種まき

図2  トンネル被覆（穴開きフィルム）

図3  摘み取り収穫

図4  抜き取り収穫
　　 （中葉種の株張り型と大葉種）

栽培カレンダー（シュンギクのトンネル栽培）

鳥
獣
害
か
ら
菜
園
を
守
る

菜
園
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
る
と
、
収
穫
に
向
け
た
栽
培
管
理
が
忙
し

く
な
り
ま
す
。
大
切
に
育
て
た
農
作
物
を
鳥
獣
害
か
ら
守
る
た
め
に
、

こ
の
時
期
に
確
実
な
対
策
を
行
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

鳥
獣
害
防
止
柵
の
設
置
の
ポ
イ
ン
ト

　
正
し
く
設
置
し
て
大
切
な
農
作
物
を
効
果
的
に
守
り
ま
し
ょ
う
。

下草が伸びて牧線に接触し、漏電
していると、電気を流していても
効果は半減してしまいます。

せっかく柵を設置しても、林地が
迫っていると効果が薄いようです。

数メートルの見通しの良い空間を
作るのが理想的です。

開かれた空間

用
水
路

牧線が用水路の上を渡る箇所で
は、線の下に意外と大きな隙間が
できています。

牧線を地面の凹凸に合わせて張
ります。

表1  防鳥資材の特徴

網目が細かいほど効果が高い。 カラス、ヒヨドリなど

設置のポイント資材名

１ｍ間隔で張り巡らす。
スイートコーンは穂の頂部や上側に張る。 カラス

寒冷紗などをトンネル状に被覆する。
不織布をべた掛けする。 カラス、ハト

キラキラと光るテープを
野菜の上に張り巡らせる。 スズメなど

対象鳥類

表2  防護柵の特徴

中が見えないように隙間なく設置。 イノシシ

設置のポイント資材名

イノシシは１.５m以上、
シカは２ｍ以上の高さ。 イノシシ、シカ

ネットを防護柵の手前斜めに垂らして、
脚に絡んで跳躍しにくくする。 イノシシ、シカ、サル

漏電防止のため除草を頻繁に行う。 イノシシ、シカ、サル、
ハクビシン、アライグマ

ネットを登ったところに、
電気ショックを与える。

サル、ハクビシン、
アライグマ

対象鳥類

防 鳥 ネ ッ ト

テ グ ス

被 覆 資 材

反 射 テ ー プ

ト タ ン 板

金属フェンス、
ワイヤーメッシュ

ネ ッ ト

電 気 柵

ネットと電気柵の
複 合 型

電
気
柵
の
誤
っ
た
設
置
に
よ
り
死
傷
者
の

で
る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
設
置
の
際

に
は
付
属
の
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
正
し

く
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
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4～5葉を残して収穫 脇芽の2～3葉を残して収穫

※図は中葉種の
株張り型
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